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Process and Installation Art
 日比野ルミ
HIBINO Rumi
あなたは、その向こう側を見ようとしているか。（2015）　撮影：漆脇美穂
20年前に《プロセスと「空間表現」》という本の形式をとった作
品（それを「制作本」と称した）を一冊だけ作った。それは、拙いな
がらもインスタレ シーョン制作における空間と自分の制作（行動）の
関係について作り手の立場から表現したものである。あれから20
年という節目に、私は「REN-CON ART PROJECT連茎する現
代ア トー」（2015年2月17日−3月8日）において、名古屋市芸術創
造センター の3階通路でインスタレ シーョン制作を行なった。ここで
は4ヶ月間の舞台改修工事が行なわれており、その工事期間を
利用して、普段は美術作品を見たりすることのない場所での現代
美術展が企画された。この建物は六角形が建築のあらゆる要素
に使われており、舞台や客席を囲む通路は壁と壁が120度の角
度で連なっていく。また、壁材の無垢のコンクリー トには色とりどりの
小石が混ざっていて、それを職人が手で削って表面をごつごつし
た独特の風合いに拵えたという。私には、どこか懐かしい洞窟や
秘密基地のような空間である。小学生の頃に遊んでいた防空壕
跡の壁の感触を思い出すからだろうか。そして通路には、ところど
ころに明かりをとる大きな窓があり、そこからは道路を急ぎ足に歩
行する人々や遠くのビル群が見える。トンネルと開放的な空間が
交互に連なる、このような空間は、想像を逞しくすれば、まるで巨大
な蓮根の中にいるかのような錯覚を憶えた。
私は複数の正円の磨りガラス（フロストガラス）を重ねるなどして
壁に立てかけた。このガラスの表面は拡大すれば、展示場所の
壁と酷似するものであった。それを様 な々角度で設置し、壁や窓
から見える風景が遮られるように、また透過するようにした。半透
明の無垢のガラスは、その表面ゆえに展示空間と様 な々関係を
結ぶ。金属のように鈍く光る瞬間があるかと思えば、雲のような軽
やかさを見せるときもあった。いずれにせよ主題は通路の空間要
素である。空間要素の材質、温度やにおい、空間にまつわる意味
合いなどに対する身体感覚によって制作したものである。　
（2015年2月）
8「あなたは、その向こう側を見ようとしているか。」
これは、自身に対する問いだ。
空間や人間と向き合うときの態度とも言える。
ままならない日常を受け入れるばかりでは自分を見失う。
意志を携え、道を切り開いていこうとしているか。
他者のために勇気を持つことが出来るか。
美しさ、強さとは、確かにそこに在るのだけれど、
いくつかの志が交差する（溶け合う）一瞬に、
煌めいて消えていく…かのように見える。
すべては「胡蝶の夢」のごとく。　　　　　　　　　（2015年2月）
１.  試作／ 2015  名古屋造形大学D2 ギャラリー ／撮影：日比野ルミ
2〜6.  あなたは、その向こう側を見ようとしているか。／ 2015  名古屋市芸術創造センター ／撮影：漆脇美穂
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演奏パフォー マンス　The Umbrella Revolution ／ 2015年2月22日（日）　名古屋市芸術創造センター ／沖 啓介、咲衣みちけ、日比野ルミ
撮影： 1・４.  庄司 達　2・3.  日比野ルミ
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Let There be Light
　私は、変容について考えている。その過程、たたずまい、将来の
形について。
　このインスタレーションに主として使っている素材は、トンボ玉
などのバーナ ワー クーに使用するガラス素材（カラーロッド）が工
場で山積みになっていたもの。これらは、溶解炉の「るつぼ」で
1300℃までゆっくりと熱することで透明感のあるガラスになるそう
だ。今ある形は高温で溶解し、常温に冷えると新たな形になる。
展覧会のあと、これらの素材は再び工場に戻りカラーロッドにな
る。私は全てのガラス片を一つひとつ磨き、もともとの形そのままを
組み合わせた。私の素材へのこだわりは本来の使用目的とは異
なるところで膨らんでいく。
　ガラス片を黙 と々磨くプロセスの中で、身近な人々のことや遠く
の紛争について、災害のことや長く続く緊張関係などについて考
えた。その「祈り」のような思いを一旦、身から離し、改めて直視す
ることと未来の像を結ぶことが、私の制作なのだろうと考えている。
　災害や戦争などの恐ろしさが現実となりつつある昨今、個人の
微 た々る力を思い知らされる。しかし、閉塞感や虚無感を感じつつ
も私たちは一生懸命に生きている。そして、真剣に連携や直接的
な意見交換を模索している。もろく、繊細で、鋭利な個が変容し、
しなやかで新しい何かを生み出していくこと。それが「美」であり、
現代に希望をみる「術」なのではないか。　　　　　  （2014 年3月）
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1.  光の歌「土」 （2013試作） 名古屋造形大学  D2ギャラリー
2.  光の歌「水」 （2013試作） 名古屋造形大学  D2ギャラリー
3〜7.  Let There be Light （2014） ガレリアフィナルテ　ガラス 〈協力：佐竹ガラス株式会社〉 
　撮影：1・2.  日比野ルミ　3〜7.  漆脇美穂 
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きそがわ日和　川と町ア トープロジェクト2012 ・夏　旧大垣共立銀行美濃加茂支店
1. 深海の積雪（2012） ガラス、水
2・3. 植物の盛衰（2012） ミクストメディア
4〜9.  地神の晩餐（2012） ガラス、木　〈協力： 佐竹ガラス株式会社〉
撮影 ： 1・2・3・5・8.  阿部大介　 4・6・7・9.  日比野ルミ
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あらゆる事象は、とどまっているように見えても常に刻 と々変化
している。そのように世界を受け止めてきた私にとって、2011年3
月11日の大きな変貌と喪失は、もともとあった様 な々課題（それら
は殆どが何かの事象によって隠されていた）を露わにした出来事
だった。根本的なことは3.11以前に既に存在していたのに、私自
身は意識すらしていなかったのだ。
命一つひとつの尊厳、その危うさ。
活力となるエナジー、希望のみなもと。
これらは元来、人々の繋がりによって私たちが保ってきたもの。
しかし昨今、その均衡や信頼性、あるいは確信が大きく揺らいで
いるように思われる。
こうした中で、私達が体験する目の前の表現は「いま、ここ」で
それらを思い出すための「きっかけ」に過ぎない。それは、人々が
忘却しつつある何かに気づき、より美しく生きるためのもの。子供達
には、時代の先をイメー ジするためのものであるべきだ。
制作者として私がするべきことは、真の意味で人々が幸福を感
じられる生への導入を設計することなのだろう。それは静かに現
場空間と対峙することに尽きる。拙いながらも実直に、そして真剣
に。それでも幸福とは、ままならない。移り変わる状況の中で、捉え
どころのない茫漠としたものと格闘するのが美術だとすれば、その
プロセスに魅了されている私こそ、幸福な生に導かれているのか
もしれない。　   　　　  　　              　　　　   （2012年8月）
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